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あらまし：本学では，PC 端末を利用してプログラミングを行う演習授業が複数開講されている．演習授
業の多くが教員や TA(アシスタントの大学院生)に対して 1 教室当たり 100 名近くの学生をサポートする
体制を取っている．その教員や TAが効率的に学生のサポートを行うことができるシステムを構築してい
る．採点結果などからサポートすべき学生をリストアップし，タブレット端末から各種情報を参照するこ

とでサポートを効率的に行うことができる． 
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1. はじめに 
本学では，PC端末を利用してプログラミングを行

う演習授業が複数開講されている．プログラミング

演習の多くは，Web教材として用意された複数の課
題を，学生が各々で進めていく授業形態で行われて

いる．1 教室当たり 100 名近くの学生が受講してお
り，教員の他に数名の大学院生 Teaching Assistant（以
下，TA）が巡回しながら補助する講義体制を取って
いる．しかし，教員と TA の人数に対して，学生の
数が圧倒的に多いため，学生に対して十分な補助を

行うことができない．そのため，学生の進捗状況に

差が生まれてしまい，遅れている学生は取り残され

た状態になる．これまで，TA 活動を支援するため
にWeb教材の閲覧状況を収集し，学生の学習進捗を
視覚的に把握するための Web モニタリングシステ
ムを構築し，補助に必要な情報を iPhoneやAndroid，
iPadといったタブレット端末で閲覧できるようにし
てきた(1)．本稿では，補助が必要な学生をリストア

ップし，教員や TA が効率的に補助を行うことがで
きるようにした．補助が必要な学生のリストアップ

には，本システムとは独立に構築された進捗モニタ

リングシステム(2)の自動採点結果などを利用した．

実際のプログラミング演習科目にて利用した結果に

ついて報告する．  
 

2. 本システムの概要 
本学のプログラミング演習の授業は，Web教材と

して用意された課題に沿って学生がプログラムを作

成している．その作成されたプログラムは，定期的

に自動採点され，教員および TA だけが採点結果を
閲覧可能である．最終的な採点結果は，次回の演習

の開始時にWebに公開される．従って，学生はプロ
グラムを作成し，コンパイルしている演習時間中は，

採点結果を知ることが基本的にはできない．また，

採点結果のWebページの構造上，進捗に遅れが生じ
ている学生の発見や，課題を間違っていることに気

づいていない学生の発見，過去の採点結果から理解

度を確認することに時間が掛かっている．こういっ

た補助を必要とする学生の発見にかかる時間を削減

し，複数人の TA による協調作業を効率に行う必要
がある．これらを解決するために既存のシステムに

TA割り当て機能を追加した．  
 

3. 既存のシステム 
既存の TA 活動支援システムは，演習時に迅速な

TA 活動を行うためにタブレット型端末向けに最適
化されたWebモニタを中心に構成されている．Web
モニタの演習室レイアウトページを図 1に示す． 

 

 
図 1	 演習室レイアウトページ 

 
机に対応したセルには，PC番号，学籍番号などの情
報の他に，背景色や影によって，参照している課題

番号，課題の参照時間などを表示している．そして，

各セルをクリックすることで，補助に必要な様々な

情報(学生のプログラム，解答例，解答例との差分，
課題内容など)が参照可能である． 
 
4. TA割り当て機能 

TA を効率的に割り当てるためには，課題に行き
詰っていると思われる学生，特に進捗に遅れが見ら

— 374 —

F5-3



れる学生，または，課題の回答が間違っているが，

それに気づかずに先の課題に進んでしまっている学

生などを自動的に発見し，優先順位を付ける必要が

ある．補助すべき学生の発見には，自動採点結果の

情報を利用した．自動採点結果を含む進捗モニタリ

ングシステム(2)のWebページを図 2に示す． 
 

 
図 2	 自動採点結果ページ 

 
図 2のように自動採点結果を閲覧するWebページは，
PCブラウザを前提に構築されているため，Android, 
iPadなどのタブレット端末では補助すべき学生を発
見するのに時間が掛かってしまう．そこで，本シス

テムでは，自動採点結果のWebページから演習室の
課題毎の正解率，個人毎の採点結果を利用し，補助

すべき学生をリストアップし，TA に学生を割り当
てるWebページを作成した(図 3)． 

 

 
図 3	 TA割り当てページ 

 
複数人の TA 毎に「どの端末に着席している学生が
どのようなエラーで行き詰まっているか」を一覧表

示することで，各 TA が積極的に学生に声をかける
ことが可能となった．TA 割り当てページの他に，
本システムには理解度の低い学生を, より積極的に
補助する機能として，特定の課題が不正解の学生を

検索するページを作成した．各回の課題を選択し，

採点結果の情報から不正解である学生の学籍番号や

エラーメッセージを一覧で表示するページである

(図 4)．  

 
図 4	 特定の学生を検索するページ 

 
自動採点結果のWebページは，その場で課題の正否
を確認することができなかったため，不正解のまま

進んでいる学生を発見できなかった．この状況を改

善するために作成した機能である．また，過去の採

点結果から過去の課題の達成率と出席率を表示する

ページも作成した．これは達成率と出席率の関係性

から学生の理解度を確認し，優先的に補助すべき学

生を発見するための機能である．追加した機能は，

PCブラウザでの利用も可能であるが，Android, iPad
などのタブレット端末用に JavaScript ライブラリ
Senchaを利用して最適化している． 

 
5. 結論	 
本学の演習授業は，教員と TA の人数に対して，

補助すべき学生の数が圧倒的に多く，学生に対して

十分な補助を行うためには，それぞれが効率的に行

動する必要があった．しかし，定期的に更新される

自動採点結果や既存の Web モニタリングシステム
では，課題の回答が間違っているが，それに気づか

ずに先の課題に進んでしまっている学生を発見する

ことに時間が掛かっていた．また，補助すべき学生

がいないまま演習室内を巡回しているだけの無駄な

時間が存在した．しかし，本稿で作成した TA 割り
当て機能により，行き詰まっている学生に対して TA
が積極的に補助を行えるシステムを開発することが

できた．また，本システムは，Android, iPadなどの
タブレット端末向けに最適化しているため，タブレ

ット端末を利用しながら TA 活動を行うことができ
る．そのため，演習室内のどこにいても TA 割り当
てページや補助に必要な情報を閲覧することができ

る．これにより，効率的に TA 活動を行うことがで
きた．  
今後は，Web教材への参照情報を組み合わせたTA

の割り当て機能や，スマートフォン等の小さいディ

スプレイ向けの画面デザインを実装していくことを

考えている．  
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